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●
綾
瀬
市
の
新
た
な
る
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て

　

Ｑ　

次
期
総
合
計
画
の
策
定
で

は
、
「
こ
の
よ
う
な
綾
瀬
な
ら
住

み
た
い
」
と
い
う
思
い
を
共
有
で

き
る
よ
う
、
市
民
の
意
見
を
聞

き
、
市
職
員
の
議
論
を
経
て
、
綾

瀬
ら
し
さ
を
追
求
し
な
い
か
。

　

Ａ　

計
画
策
定
の
各
段
階
で
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト

手
法
に
よ
り
、
市
民
の
声
を
聞
く

機
会
を
設
け
た
い
。
計
画
の
原
案

を
策
定
す
る
総
合
計
画
策
定
委
員

会
を
庁
内
に
設
置
し
、
各
部
局
と

の
検
証
な
ど
を
繰
り
返
し
な
が
ら

議
論
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

国
際
化
推
進
の
た
め
に
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
作
成
し
な
い

か
。ま
た
、行
政
用
語
を
外
国
人
に

も
分
か
り
や
す
い
表
現
に
換
え
る

「
や
さ
し
い
日
本
語
」を
、
他
自
治

体
の
例
を
参
考
に
導
入
し
て
は
。

　

Ａ　

綾
瀬
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
で
、
外
国
人

の
活
躍
施
策
を
位
置
付
け
、
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

「
や
さ
し
い
日
本
語
」
は
、
有
効

性
な
ど
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　

Ｑ　

綾
瀬
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
本
方
針
の
推
進
は
、
一

日
も
早
い
着
手
が
重
要
だ
と
考
え

る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

　

Ａ　

公
共
施
設
の
総
量
削
減
と

更
新
費
用
の
削
減
に
向
け
、
議
論

を
進
め
て
い
る
。
今
後
は
、
第
１

期
ハ
コ
モ
ノ
系
施
設
適
正
配
置
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
を
進
め

る
中
で
、
市
民
や
利
用
者
と
意
見

を
交
わ
し
、
複
合
化
や
多
機
能
化

を
基
本
に
総
合
的
に
推
進
す
る
。

●
学
校
で
の
危
機
管
理
体
制
に
つ

い
て

　

Ｑ　

中
学
校
の
学
習
指
導
要
領

で
盛
り
込
ま
れ
る
心
肺
蘇
生
法
教

育
は
、
子
ど
も
た
ち
が
具
体
的
に

見
学
で
き
、
体
験
を
す
る
実
習
が

必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

Ａ　

応
急
手
当
て
や
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
は
、
実
習
を
通
し
て

技
能
を
身
に
つ
け
る
指
導
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。
消
防
本
部
と
連

携
し
、
心
肺
蘇
生
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

キ
ッ
ト
な
ど
の
活
用
や
消
防
職
員

に
よ
る
出
前
授
業
を
実
施
す
る
な

ど
、
よ
り
よ
い
授
業
の
実
現
に
向

け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

心
肺
蘇
生
法
の
副
読
本
を

作
成
し
、小
学
校
で
活
用
し
て
は
。

　

Ａ　

副
読
本
作
成
は
考
え
て
い

な
い
が
、
日
本
Ａ
Ｅ
Ｄ
財
団
が
希

望
す
る
小
学
校
へ
副
読
本
を
無
料

配
付
し
て
い
る
の
で
、
各
学
校
へ

情
報
提
供
を
し
て
い
き
た
い
。

●
綾
瀬
の
ま
ち
づ
く
り
の 
進 しん 　
  � 
に

ち
ょ
く

つ
い
て

　

Ｑ　

市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
上
で
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い

る
、
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
改

定
目
的
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

Ａ　

７
年
前
の
改
定
時
に
比

べ
、現
在
は
、少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
に
加
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

な
ど
の
進
展
に
よ
り
、
社
会
的
変

化
が
短
時
間
で
起
こ
る
状
況
で
あ

る
。こ
の
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、国

の
動
向
や
市
の
課
題
な
ど
を
反
映

さ
せ
る
た
め
、
平
成　

年
度
に
課

３０

題
の
抽
出
、　

年
度
に
基
本
方
針

３１

の
策
定
や
市
民
説
明
会
な
ど
を
行

い
、　

年
度
に
計
画
を
策
定
す
る
。

３２

●
大
震
災
に
対
す
る
備
え
に
つ
い
て

　

Ｑ　

地
震
の
被
害
を
少
な
く
す

る
た
め
の
木
造
住
宅
耐
震
化
補
助

事
業
は
利
用
者
が
少
な
い
が
、
建

物
全
て
で
は
な
く
、
日
常
で
多
く

使
用
す
る
一
部
屋
の
み
を
耐
震
化

す
る
工
法
も
対
象
と
な
る
こ
と
を

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
は
。

　

Ａ　

一
部
屋
の
み
を
耐
震
化
す

る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
工
法
は
、
耐

震
化
メ
ニ
ュ
ー
の
一
つ
で
あ
り
、

広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
な
ど
で
周
知
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

消
防
団
が
使
用
し
て
い
る

消
防
車
は
、
震
災
時
に
障
害
物
で

活
動
が
困
難
に
な
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
今
後
、
車
両
更
新
の
際
、

軽
自
動
車
の
ト
ラ
ッ
ク
に
可
搬
ポ

ン
プ
を
積
載
し
た
、
小
型
で
使
い

や
す
い
車
両
に
変
更
し
て
は
。

　

Ａ　

現
在
５
〜
６
人
の
乗
車
定

員
だ
が
、
可
搬
ポ
ン
プ
積
載
型
の

軽
自
動
車
を
導
入
し
た
場
合
、
定

員
が
少
な
く
な
る
。こ
の
た
め
、一

般
車
両
で
現
場
に
行
く
人
数
が
増

え
る
こ
と
を
考
慮
し
な
が
ら
、
車

両
導
入
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

大
震
災
が
発
生
し
た
際

は
、
非
番
の
消
防
職
員
が
招
集
さ

れ
る
と
思
う
が
、
遠
方
に
住
ん
で

深谷中央２号公園に咲くきれいなチューリップ

い
る
職
員
が
来
る
の
は
難
し
い
と

考
え
る
。
消
防
職
員
の
採
用
条
件

の
中
に
、
市
内
在
住
者
優
先
を
加

え
る
べ
き
だ
と
思
う
が
、
現
在
、

消
防
職
員
の
市
内
・
市
外
在
住
者

の
比
率
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

　

Ａ　

市
内
在
住
の
条
件
を
設
け

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
消
防
職
員

１
１
５
人
の
う
ち
、
市
内
在
住
は

４
割
、
市
外
は
６
割
で
あ
る
。

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
周
辺
の
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
状
況
は
。

　

Ａ　

地
区
幹
線
道
路
と
し
て
、

市
道
３
２
５
号
線
、
９
３
３－

１

号
線
を
整
備
中
で
あ
り
、
通
過
車

両
の
進
入
が
懸
念
さ
れ
る
地
区
で

は
、
地
域
交
通
対
策
委
員
会
に
よ

る
交
通
対
策
整
備
計
画
が
策
定
さ

れ
た
。今
後
も
、安
全
安
心
な
住
環

境
と
交
通
環
境
を
確
保
し
た
い
。

市公式マスコットキャラクター
「あやぴぃ」

●
地
図
混
乱
地
域
解
消
に
向
け
た

本
市
の
対
応
に
つ
い
て

　

Ｑ　

深
谷
南
３
丁
目
の
旧
海
軍

官
舎
跡
地
で
は
、
現
況
と
公
図
、

登
記
簿
謄
本
の
整
合
が
取
れ
な

い
、
地
図
混
乱
地
域
と
な
っ
て
い

る
。
有
志
の
地
権
者
に
よ
る
集
団

和
解
の
話
が
出
て
い
る
が
、
市
は

ど
う
支
援
す
る
の
か
。

　

Ａ　

当
該
地
域
は
、
土
地
利
用

を
促
進
す
べ
き
市
街
化
区
域
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
位
置
が
特
定
で

き
て
い
な
い
市
道
も
存
在
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
。
法
務
局
な
ど
、

地
図
訂
正
に
向
け
た
関
係
部
署
と

の
調
整
や
土
地
活
用
を
促
す
道
路

手
続
き
な
ど
、
市
で
可
能
な
支
援

を
し
て
い
き
た
い
。

　

Ｑ　

市
の
地
籍
調
査
で
地
図
混

乱
地
域
を
解
消
で
き
な
い
か
。

　

Ａ　

地
籍
調
査
は
、
境
界
の
位

置
と
面
積
を
確
定
さ
せ
る
事
業
で

あ
る
。
地
図
混
乱
を
解
消
さ
せ
る

た
め
の
公
図
の
筆
界
線
を
変
え
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
た

め
、
解
消
は
で
き
な
い
。

●
（
仮
称
）
綾
瀬
ス
マ
ー
ト
Ｉ
Ｃ

設
置
に
伴
う
周
辺
道
路
整
備
の 
進  しん

 　
  �
状
況
に
つ
い
て

ち
ょ
く

　

Ｑ　
（
仮
称
）綾
瀬
ス
マ
ー
ト
イ

●
就
労
者
支
援
に
つ
い
て

　

Ｑ　

さ
ま
ざ
ま
な
就
労
者
支
援

に
取
り
組
む
中
、課
題
と
対
策
は
。

　

Ａ　

学
校
や
中
小
企
業
か
ら
は

雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
短
期
間
で

の
離
職
な
ど
が
課
題
だ
と
聞
い
て

い
る
。課
題
解
決
に
向
け
て
、障
害

者
、
若
年
者
、
女
性
、外
国
人
へ
の

就
労
支
援
を
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
に
そ

れ
ぞ
れ
体
系
立
て
し
、
も
の
づ
く

り
の
ま
ち
の
取
り
組
み
と
し
て
、

人
へ
の
支
援
を
強
化
し
て
い
る
。

　

Ｑ　

就
労
者
の
離
職
を
防
ぐ
た

め
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
の
か
。

　

Ａ　

悩
み
の
相
談
や
企
業
へ
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
行
う
キ
ャ
リ
ア
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
就
職
先
の
企
業
に

派
遣
し
、
定
着
率
向
上
を
図
る
。

　

Ｑ　

新
卒
者
に
向
け
た
就
労
支

援
の
実
施
状
況
は
ど
う
か
。

　

Ａ　

高
校
の
就
労
担
当
教
諭
を

対
象
に
企
業
見
学
会
、
高
校
に
出

向
い
て
の
企
業
説
明
会
を
行
い
市

内
企
業
へ
の
就
職
が
決
ま
っ
た
。

●
自
治
会
へ
の
委
託
事
業
に
つ
い
て

　

Ｑ　

自
治
会
は
、
役
員
や
当
番

の
負
担
が
大
き
い
な
ど
の
理
由
か

ら
加
入
者
が
増
え
ず
、
加
入
率
が

　

・
６
％
に
留
ま
っ
て
い
る
。
市

７４が
依
頼
し
て
い
る
人
材
選
出
案
件

を
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

Ａ　

市
は
各
自
治
会
に
対
し
て

委
員
な
ど
の
推
薦
を
依
頼
し
て
い

る
が
、
委
員
選
出
が
大
き
な
負
担

に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
市
自
治

会
長
連
絡
協
議
会
か
ら
聞
い
て
い

る
。
各
課
と
調
整
し
、
平
成　

年
２９

度
か
ら
は
選
出
依
頼
委
員
件
数
を

３
分
の
１
に
削
減
す
る
こ
と
に
よ

り
、
負
担
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

４月１日、市役所南側広場で「桜まつり」が開催されました
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追
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す
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知
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